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E-Beetle
テーブルサイズ：7m×7m
　　最大振幅 ： ±80cm
最大搭載重量 ： 70t
　最大加速度 ： 2.7G（35t 搭載時）
　　　　　　　3.7G（10t 搭載時）

E-Spider
テーブルサイズ ： 4m×4m
　　最大振幅 ： ±150cm
最大搭載重量 ： 3t
　最大加速度 ： 1.0G

最
大
水
平
加
速
度

（Gal）

（10t 搭載時）

最大水平変位（cm）

2011年東北地方太平洋沖地震
（築館）

2011年東北地方太平洋沖地震
（塩釜）

2004年新潟県中越地震
（川口）

1995年兵庫県南部地震
（鷹取）

2011年東北地方太平洋沖地震
（咲洲庁舎52F）

加振可能範囲（模式図）

先端地震防災研究棟

大型の振動台「E-Beetle」

大振幅の振動台「E-Spider」

　
先
端
地
震
防
災
研
究
棟
は
、最
先
端
の
実

験・計
測
や
解
析
を
通
し
て
、地
震
防
災
の
研

究
開
発
を
推
進
す
る
施
設
で
す
。本
研
究
棟

内
に
は
、建
設
会
社
と
し
て
国
内
最
高
性
能

と
な
る
大
型
の
振
動
台「
E-

B
e
e
t
l
e
」

と
、超
高
層
ビ
ル
の
揺
れ
を
再
現
で
き
る

大
振
幅
の
振
動
台
「
E-

S
p
i
d
e
r
」の

2
基
の
振
動
台
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
E-

B
e
e
t
l
e
は
、サ
イ
ズ
7
m
×
7
m

（
約
30
畳
）、振
幅
は
水
平
方
向
＋－
80
c
m
、

上
下
方
向
＋－
40
c
m
、最
大
搭
載
重
量
は
70

t
、最
大
加
速
度
は
水
平
方
向
2.
7
G
、

上
下
方
向
2.
2
G（
35
t
搭
載
時
）、水
平

方
向
3.
7
G
、上
下
方
向
4.
2
G（
10
t

搭
載
時
）に
達
し
ま
す
。建
物
の
崩
壊
ま
で

の
挙
動
や
、解
析
で
は
追
い
に
く
い
天
井
な

ど
の
複
雑
な
挙
動
を
リ
ア
ル
に
再
現
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、震
源
か
ら
離
れ
た
場
所
の
超
高
層

ビ
ル
が
大
き
く
揺
れ
る
長
周
期
地
震
動
へ

の
備
え
か
ら
、最
大
振
幅
＋－
1.
5
m
の
揺

れ
を
再
現
で
き
る
の
が
E-

S
p
i
d
e
r

で
す
。長
周
期
だ
け
で
な
く
、短
周
期
ま
で

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
の
揺
れ
が
再
現

で
き
、構
造
体
の
被
害
の
み
な
ら
ず
、設
備

機
器
や
什
器
、さ
ら
に
は
揺
れ
が
人
に
与
え

る
影
響
の
解
明
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
高
性
能
な
振

動
台
に
よ
る
実
験
結
果
を
基
に
、シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
高
精
度
化
に
も
役
立
て

て
い
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
本
研
究
棟
は
、最
先
端
の
地
震
防

災
技
術
を
お
客
様
に
紹
介
す
る
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、わ
か
り
や

す
く
地
震
防
災
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。さ
ら
に
、E-

S
p
i
d
e
r
で
は
台
上

に
搭
載
さ
れ
た
キ
ャ
ビ
ン
の
中
で
、免
震
の

効
果
や
長
周
期
地
震
動
に
よ
る
高
層
ビ
ル
の

揺
れ
な
ど
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ

と
は
、想
定
を
超
え
る
地
震
に
対
し
て
、命
、

生
活
、事
業
を
守
る
た
め
に
は
、ハ
ー
ド
的
な

対
策
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。今
後
は
、実
験
に
よ
る
地
震
対
策
技

術
の
検
証
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、リ
ス
ク
の

予
測
や
高
度
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
開

発
、地
震
後
の
対
応
行
動
に
役
立
つ
技
術
の

開
発
な
ど
、ソ
フ
ト（
リ
ス
ク
を
知
る
）、ハ
ー
ド

（
リ
ス
ク
に
備
え
る
）、ス
キ
ル（
地
震
発
生
後

の
対
応
）の
三
つ
の
視
点
か
ら
、「
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
地
震
防
災
」を
目
指
し
て
、本
研
究
棟

で
の
研
究
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

直
下
地
震
の
揺
れ
か
ら

長
周
期
地
震
動
に
よ
る
超
高
層
の

揺
れ
ま
で
、世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

地
震
の
揺
れ
を
再
現
可
能

清水建設株式会社 技術研究所
安全安心技術センター 所長

金子 美香

技
術
研
究
所
の「
先
端
地
震
防
災
研
究
棟
」が
始
動

業
界
最
高
性
能
の
振
動
台
2
基
を
備
え
、

実
験・計
測
と
解
析
を
一
体
的
に
推
進

東
日
本
大
震
災
で
得
た
教
訓
を

活
か
す
研
究
開
発
を
推
進

当
社
技
術
研
究
所
で
は
、地
震
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
の
喫
緊
の
課
題
、

地
震
防
災
の
最
先
端
技
術
の
研
究
強
化
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、先
端
地
震
防
災
研
究
棟
が
2
0
1
5
年
4
月
始
動
。

研
究
開
発
拠
点
と
地
震
防
災
技
術
の
情
報
発
信
の
機
能
を
併
せ
持
つ

本
研
究
棟
に
つ
い
て
、安
全
安
心
技
術
セ
ン
タ
ー
の
金
子
美
香
所
長
が
紹
介
し
ま
す
。
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